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修士論文概要

16 世紀スロヴェニア語の語彙について

野間　慎也

序

  スロヴェニア語はインド・ヨーロッパ語族スラヴ語派に属する言語

である。現代のスラヴ語の中では，セルボ・クロアチア語，ブルガリ

ア語，マケドニア語とともに南スラヴ語のグループを形成している。

南スラヴ語群はさらに東と西のグループに分けられるが，スロヴェニ

ア語はセルボ・クロアチア語とともに西のグループに含まれる。

  ではスロヴェニア語とはどのような人々によって現在話されている

のだろうか。スロヴェニア語を話している人々は大別して３つのグルー

プに区分できる。第１のグループはスロヴェニア共和国に住む人々で

ある。その人口は 200 万人を数えるが，そのうちスロヴェニア語を話

している人々の比率は約 90％であり，残りの約 10％はセルボ・クロア

チア語を話している。第２のグループは主にオーストリア，イタリア，

ハンガリーに住む少数民族としてのスロヴェニア人，そしてアメリカ

合衆国，オーストラリア，ニュージーランドならびに世界の他の地域

に散らばっているスロヴェニア人の移民が第３のグループを形成して

いる。

  この論文において取り上げるテーマは 16 世紀におけるスロヴェニア

語の語彙についての研究である。その前提として，まず 16 世紀までの

スロヴェニア語をめぐる状況についての概略を述べる。

  活字で印刷された文献が最初に現れたのは 16 世紀になってからであ

る。この時期にはじめてスロヴェニア語の文語を確立しようという運

動が起こった。この運動は 16 世紀の宗教改革の流れにおいて現れたも

のであった。この流れにおいて，1550 年にプロテスタントの宣教師で
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あるプリモジュ・トゥルバル（Primož Trubar, 1508-86）によってはじ

めてスロヴェニア語の書物がテュービンゲンにおいて２点出版された。

そして 1584 年にはスロヴェニア語にとって重要な著作が２点公刊され

た。１つはユーリィ・ダルマティン（Jurij Dalmatin, 1546-89）による

聖書全体の翻訳であり，もう１つはアダム・ボホリッチ（Adam Bohorič,

1520-1598 以降）によってラテン語で書かれたスロヴェニア語文法で

あった。1592 年にはスロヴェニア語にとってはじめての大辞典がヒエ

ロニュムス・メギセル（Hieronymus Megiser）によって著わされた。

  メギセルによるスロヴェニア語の最初の大辞典“Dictionarium quatuor

linguarum”は，その名の通り４言語の対訳辞典である。ドイツ語を見

出し語としており，各々の語にラテン語，スロヴェニア語，イタリア

語の対訳語がつけられたものである。

  この修士論文で扱うのはこの辞典におけるスロヴェニア語の語彙で

ある。スロヴェニア語のまとまった語彙を収録している最古の資料で

あるという価値は大きく，その体系を分析することはスロヴェニア語

史の後の時代における語彙の変遷や，他のスラヴ諸語との比較におい

て有益な情報を提供することであろうと考える。

  本論文で直接の資料として用いるのは，メギセルの版そのものでは

なく，アンネリース・レーグライト（Annelies Lägreid）によって再編

集 さ れ た も の “ Hieronymus Megiser, Slovenisch-deutsch-lateinisches
Wörterbuch : Neugestaltung und Faksimile der ersten Ausgabe aus dem Jahre

1592. Wiesbaden. 1967.”を使用する。このレーグライト版は，スロヴェ

ニア語を見出し語としており，その対訳語としてドイツ語，ラテン語

を載せている。イタリア語については必ずしもすべての語に対して付

されていない。

 Ⅰ  メギセルの辞書における語彙の構成

  まず，メギセルの辞書について分析するにあたり最初に行うべきこ

とはその全体像の概観である。これは後に行うあらゆる分析の基礎と

なるため，重要な意味を持つことになる。

  メギセルの辞書の中に収録されている語彙について，その見出し語
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の総数は 4628 語である。その基礎的分析として第一に取り上げられる

べきことは，これらの語彙の構成についての分析ということになる。

  メギセルの辞書に現れる語彙総数 4628 語のうち動詞不定形は 1066

語と，全体の実に 23％を占めている。したがってそれ以外の品詞ない

し動詞派生形（動名詞，被動形動詞）は 3562 語である。これらの語彙

を概観すると，全体的にはメギセルの語彙もスラヴ語としての外観を

保持するには十分であるといえる。

  語彙全体の構成を考えるにあたっては，通常のアルファベット順の

語彙一覧を参照することは言うまでもなく必要ではあるが，必ずしも

それだけでは十分ではない。逆引きの語彙一覧を作成し，異なる側面

から語彙の数・構成・体系などを把握する必要がある。そのための基

礎的資料として，語彙総数 4628 語のうち動詞不定形 1066 語を除いた

3562 語についての逆引きの語彙の索引を制作した。これに基づき様々

な角度から分析を行う。

Ⅱ  スラヴ語共通の語彙

  メギセルの辞書におけるスロヴェニア語の語彙は，ドイツ語をはじ

めとする周辺諸民族の言語の影響を色濃く受けている。一見して明ら

かなことであり，また当然のことではあるが，この中の語彙の多くは

純粋なスロヴェニア語の語彙ではないし，当時の平均的なスロヴェニ

ア人が使っていた語彙を忠実に反映したものでありえない。この辞書

は 16 世紀におけるスロヴェニア語の文語確立を目指す運動の中で生ま

れたものであり，当時文語を理解し，また文語で表現できる人はごく

限られていたであろうことは容易に察せられるところであるからであ

る。

  しかしながら，その語彙の中にはスロヴェニア語の特徴を如実にあ

らわしているものが少なからずあることもまた事実である。それはす

なわち共通スラヴ語の時代から受け継がれた一群の語彙である。

  メギセルの辞書の語彙からスラヴ語共通の語彙を抽出するにあたり，

František Kopečný. Základní všeslovanská slovní zásoba. Praha. 1981. を参

照する。この本にはスラヴ語共通の語彙が 1938 語解説されており，4628
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語を有するメギセルの辞書と対照するにあたって量的にもバランスが

取れている。この両者を比較し，両者に共通している語彙を抜き出す。

つまり，それらはメギセルの辞書におけるスラヴ語固有の語彙を意味

する。その数は 932 語に上る。この数はメギセルの語彙の 20％，コペ

チュニーの語彙の 48％に相当する。

Ⅲ  ドイツ語に対応する語彙

  ドイツ語の語彙を直接借用している例は非常に多い。本論文におい

てはドイツ語からの借用語を検討するにあたって，明らかにそれと分

かるの語彙 347 語を対象として考察する。

  最初に個々の語彙が受け入れられた際にその語彙がどのように変形

されて（あるいは変形されずに）入っていったのかについてその種類

に応じて分類し，さらにその各々について検討を行う。

  本章で行う考察の概要は次の通りである。

          音韻的分類

（１）母音の交替

ⅰ）ウムラウトした母音：ウムラウトしない母音

① ä ： a, e

② ö ： o

③ ü ： u, i

ⅱ）二重母音：単母音

④ ai ： a, e, oj

⑤ ei ： e, i

⑥ ia ： a

⑦ ie ： e

ⅲ） ⑧ e ： なし

    （２）子音の交替

ⅰ）有声音：無声音

① b ： p

② d ： t

③ sch ： ž
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ⅱ）閉鎖音：摩擦音

④ ck(k) ： h

ⅲ）摩擦音：閉鎖音

⑤ ｗ ： ｂ

ⅳ） ⑥ h ： なし

ⅴ）破擦音：摩擦音

⑦ pf ： f

ⅵ）硬子音：軟子音

⑧ s ： ž

⑨ st ： št

⑩ l ： lj

           形態的分類

① 元の形のまま取り入れられた語

② 語尾に -a が付加された語

③ 動詞不定形とその派生形

④ 名詞・形容詞の接辞が付加された語

⑤ 合成語

Ⅳ  接尾辞

  この章ではメギセルの辞書における語彙にあらわれる接尾辞につい

て考察する。ただしあらゆる接尾辞を網羅するのではなく，主要なも

のについてのみ検討する形を取る。該当する 18 種の接尾辞をその機能

によって分類すると，次のようになる。

   形容詞派生名詞形成接尾辞

       形容詞から名詞を作る際に用いられる接尾辞。

       -oba, -ota, -ost の３種。

   動詞派生名詞（動名詞）形成接尾辞

       動詞派生名詞（動名詞）を形成する接尾辞としては，

       -anje, -enje, -tje の３種がある。
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   その他名詞形成接尾辞

       指小形を形成する接尾辞 -ica, -inja, -ka

       抽象名詞を形成する接尾辞 -stvo (-čtvo, -štvo)

       など

   形容詞形成接尾辞

       形容詞を形成する接尾辞として最もよくあらわれるのは，

       -ski (-čki, -ški)。この他に，-ljiv がある。

       物主形容詞を形成する接尾辞 -ov,  -in

       など

   形容詞形成接尾辞の後にさらに接尾辞が付加されているもの

       -ljiv-ec, -ljiv-ost

Ⅴ  語彙体系

  本論を締めくくるこの第５章においては，語彙体系についての分析

を行う。その前に，語彙体系とは何か，そのことについて簡単に定義

しておきたい。

  ここで語彙体系という言葉を使って指すものは，意味的に相互に関

連している一連の語彙である。この場合の意味とは，語彙的にだけで

はなく文法的な意味も含まれる。こういった意味において，一般に言

語は多数の語彙体系を保持している。

  それらの中には，どの言語にとっても欠かせない体系と，言語によっ

ては必ずしも保持されていない体系とがあることが確認できる。ここ

では仮に前者の体系を一般体系，後者の特殊体系と呼ぶことにする。

  一般体系については，言語によって体系としては同じであっても，

それを構成する語彙要素が必ずしも同じとは限らない。

  特殊体系とは，各々の言語の個別的な要素の現われである。この体

系の中には一つの言語に見られるものだけではなく，一群の言語の間

にのみ存在するものも含まれる。

  さて，メギセルの辞書において体系は基本的にはスラヴ語一般の体

系に準じている。したがって，その多くはここで改めて検討するに及

ばない。
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   ところが，月の名称の体系についてはかなり異なった様相を呈して

いる。実はこの一連の月の名称こそがメギセルの辞書における語彙体

系の中で際立って興味深く，また特殊な体系を示しているのである。

メギセルにおける月の名称の体系を具体的に分析する前に，現代のス

ラヴ諸語においてこの体系がどのようになっているかについて触れて

おきたい。

  スラヴ諸語における月の名称の体系を概観してみると，大きく分け

て２つの系統があることが分かる。１つはラテン語起源のものであり，

この体系は英語やドイツ語，フランス語など，西ヨーロッパの言語に

一般に見られる馴染みの深いものである。これに対して，もう１つは

スラヴ語固有のものであり，スラヴ語の他にはまったく見られない体

系である。

  ラテン語起源の体系では，それぞれの月の名称について，各言語間

で大きな違いはあまり認められない。スラヴ語固有の体系は，前節の

体系と比べるとかなり複雑である。スロヴェニア語の月の名称の体系

については前述の通りラテン語起源の体系であり，その形態に特別な

ものは認められない。

  しかしながら，現在では用いられていない古い体系として，スラヴ

語固有の体系を有していた。

  スラヴ語固有のチェコ語・ポーランド語・クロアチア語の３言語の

体系にこのスロヴェニア語の体系を比較してみると，異なる側面が見

えてくる。

  また，メギセルの体系にあらわれる独自の語彙に対する研究は，ス

ラヴ語の範疇には収まりきらない。そこでこの体系を検討するには，

ドイツ語の形を調べる必要がある。

  メギセルにおいて月の名称の体系の中に接尾辞 -nik を持つ語が４つ

（majnik, prašnik, jesenik, obročnik）ある。月の名称でこの接尾辞を有

するのは，他のスラヴ語においてはポーランド語で 10 月を指す

październik の１語のみである。したがって，月の名称でこの接尾辞 -nik

を持つ語彙はスラヴ語本来の月の名称の体系の語彙ではありえない。

つまり，上の４語は後から派生的に形成されたものである。月の名称が

派生的に形成される際の接尾辞として -nikが用いられているのである。
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  ４語のうち obročnik は聖書の中でのみ用いられる特殊な語彙である

から，ここでは考慮しないとすると，他の３語は対応するドイツ語の

語彙から形態的もしくは意味的に影響を受けている。外来的（ここで

はドイツ語の）要素と結合して月の名称を形成すること，これは接尾

辞 -nik の持つ機能の１つである。

  このように見てくると，全体的に，スラヴ語古来の体系を少しずつ

ドイツ語の体系に，ひいてはラテン語の体系に合わせていこうとする

傾向が見られる。そのあらわれの具体的例の１つが翻訳借用であり，

また形態的に借用することなのである。

  また，従来は対応する語彙を持たなかった月について，ドイツ語な

どの体系に合わせようと，その前の月の意味範囲を次の月にも拡大し

た。その手段として用いられたのが，大－小（veliki － mali）を加え

ることであった。この対立において基本となるのは小（mali）の方で

あることは既に確認した通りである。

まとめ

  本論の５つの章は互いに独立しているが，互いに無関係ではありえ

ない。むしろ，相互に密接に関連しているといってよいだろう。これ

らの要素が有機的に絡み合い，その結果としてメギセルの語彙の全体

像を描き出すことができた。

  本論文において語彙体系として検討したのはこの月の名称の体系だ

けであるが，この体系こそがメギセルの語彙の特殊性を如実に示して

おり，それをまとめあげた意味は大きい。

  こうして，全体から，あるいは外的・内的要素という風に様々な側

面から分析を行うことで，メギセルの辞書における語彙の性格は次の

ように結論づけられる。

１． 外来語（特にドイツ語からのもの）が語彙全体に占める割合が大

きい。

２． 外来語を取り入れる際には極力スロヴェニア語の音韻体系に適合

するように変形させている。

３． ２つ以上の語彙要素からなる合成語は時としてその外観を一変さ
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せ，あたかも単純語のような形であらわれる。

４． 本来のスラヴ語としての体系とドイツ語など周辺諸民族の言語の

体系とが複雑に入り混じり，その結果両者の要素を含む特殊な語

彙体系を示している。

５． それはスラヴ語の体系を外来的体系に適合させようとする動きで

ある。

６． 語彙的に多様な要素を含んでいるけれども，その形態的・音韻的

に基本となっているのはやはりスラヴ語としての性格である。つ

まり，あくまでも全体の枠になっているのがスロヴェニア語であ

ることには変わりなく，その中で存在しうるいろいろな要素の選

択肢のうち，この辞書の中の語彙においては外来的なものが多く

なっているに過ぎない。
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